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EDMC エネルギートレンド 

2011年度（平成 23年度）エネルギー需給実績（速報） 

 

１． 一次エネルギー供給 

2011年3月に発生した東日本大震災の影響により、第1四半期はマイナス成長となったものの、その後は復

興需要の影響などから上昇し、2011年度の実質GDPは前年比-0.0％とほぼ前年並みとなった。 

一次エネルギー国内供給は、震災による電力不足への対応として、使用制限令を含む節電への取り組みなど

から4.7%減の489,330×1010kcalとなった。原子力は震災の影響に加え、原子力発電所の定期検査後の再稼働

問題などから64.7％減少した。その代替エネルギーとして原油、重油、LNG等の輸入が増加し、化石燃料は3.6％

増加した。内訳を見ると石炭は粗鋼生産量の減少、石炭火力発電所の被災などから5.7％減少したものの、石

油は2.7％増、天然ガスは17.2％増となった。石油依存度は6年ぶりに増加し、44.5％と前年度より3.2ポイン

ト上昇した。水力は出水率が106.8％と前年度を上回り1.4％増となった。自給率は、統計のある1954年度以

降で最低となる11％に落ち込んだ。 

一次エネルギー国内供給 前年度比 4.7％減少 

２． 最終エネルギー消費 

最終エネルギー消費は 2.5％減の 334,693×1010kcal となった。部門別に見ると産業部門は 2.0％減、民生

部門は 3.7％減、運輸部門は 2.0％減となった。エネルギー源別に見ると石炭が 0.6％減、石油が 3.1％減、

天然ガス・都市ガスは 3.9％増、電力は企業及び家庭での節電への取り組みの影響から 4.5％減となった。 

最終エネルギー消費 前年度比 2.5％の減少 

世界的な景気の後退、欧州債務危機を背景とした円高により輸出が前年度比で減少したことなどから、鉱

工業生産指数は前年度比 1.0％減となった。これに節電が加わったことで、製造業の最終エネルギー消費は

2.0％減となった。業種別に見ると、素材系主要業種でいずれも減少しており、鉄鋼業は粗鋼生産量が減少し

たことから 0.3％減となった。化学工業は、エチレン生産量の 7.5％の減少を受け 6.1％減となった。窯業・

土石工業は、震災の復興需要などを背景にセメントの生産量が増加したものの 2.8％減、紙・パルプ産業は、

生産量の減少から 3.0％減となった。非素材系業種では、2011年 10月に発生したタイの洪水被害によるサプ

ライチェーン寸断の影響から自動車、電気機械製造業などの金属機械工業が 1.5％減となった。農林水産など

非製造業は 2.1％減となった。エネルギー源別に見ると石炭が 0.6％減、石油が 3.1％減、ガスが 3.9％増、

電力が 4.5％減となった。 

産業部門 前年度比 2.0％の減少 

2011年度は、過去最高の猛暑となった2010年夏に比較して夏季の気温が低めに推移したこと、懸念される

電力不足への対策としての企業や家庭での節電への取り組みの影響等から、家庭部門のエネルギー消費は前

年度比3.3％減少した。エネルギー源別に見ると灯油が3.0％減、LPGが1.8％減、都市ガスが横ばい、電力が

5.0％減となり、電力比率は47.1％となり前年度より0.9ポイント下落した。 

民生部門 前年度比 3.7％の減少 

業務部門床面積は0.1％減となり、業務部門エネルギー消費は4.1％減となった。エネルギー源別に見るとA

重油が2.9％増、都市ガスが2.7％減、電力が5.9％減となった。この結果、電力比率は6年ぶりに減少して56.4％

となり前年度より1.1ポイント下落した。 



 

 

運輸部門では、ガソリンが 1.6％減、軽油が微減の 0.1％減となった。旅客部門のエネルギー消費は、高速

道路の無料化があった 2010年度は 5年ぶりに増加したものの、2011年度は再び減少傾向に戻り、3.1％減と

なった。貨物部門のエネルギー消費は前年度並みとなった。 

運輸部門 前年度比 2.0％の減少 

 

 

３．二酸化炭素排出量 

エネルギー需給実績より試算したエネルギー起源の CO2 排出量は、原子力発電の代替エネルギーとしての火

力発電用化石燃料消費の大幅な増加等から 11億 67百万トン、前年度比 2.8％増（1990年度比 10.4％増）と

なった。 

二酸化炭素排出量 前年度比 2.8％の増加 

 

 

※ＥＤＭＣエネルギーバランス表（平成 13年度以降ＥＤＭＣ推計データ） 

平成１３年度から、資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」の作業方法が変更されました。日本エ

ネルギー経済研究所計量分析ユニット（ＥＤＭＣ）では、従来の方法を踏襲し、エネルギーバランス表

の推計を行っています。本推計では過去系列とのエネルギーバランス表との整合性を重視しており、こ

れまでと変わりなくご利用いただけます。 

引き続きご愛用頂きますよう、よろしくお願い致します。 

 

（URL：http://www.ieej.or.jp/edmc/index2.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ：report@tky.ieej.or.jp 
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2011年度 簡約エネルギー・バランス表  （ 10^10Kcal ）  ［ 年度計 ］

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
  石　炭 コークス 等   原　油 石油製品 天然ガス 都市ガス 水力発電   原子力   地　熱 新エネル   電力計 

  発　電   ギー等   合　計 
  国内ｴﾈﾙｷﾞｰ生産    1 643 752 3,465 18,415 21,417 783 6,772 52,247
  輸  入　          2 111,903 478 190,027 52,387 108,499 463,294
  一次ｴﾈﾙｷﾞｰ総供給　 3 112,546 478 190,779 52,387 111,964 18,415 21,417 783 6,772 515,541
  輸  出            4 -687 -25,740 -26,427
  在庫変動          5 15 -218 410 9 216
  一次ｴﾈﾙｷﾞｰ国内供給 6 112,561 -209 190,561 27,057 111,973 18,415 21,417 783 6,772 489,330
  電気事業者 　     7 -47,565 -3,943 -10,891 -15,504 -70,834 -1,486 -16,906 -21,417 -567 -545 78,123 -111,535
  自家発            8 -9,209 -2,030 -9,221 -3,369 -1,509 -35 -6,557 16,431 -15,499
  熱供給事業者      9 -19 -381 598 -88 110
  都市ガス          10 -1,364 -39,398 41,808 1,046
  コークス          11 -38,057 34,154 -919 -4,822
  石油精製          12 -178,982 179,907 925
  石油化学          13 -480 479 -1
  その他            14
  自家消費・ロス    15 -528 -3,143 -1 -12,013 -3,222 -1,428 -10,194 -30,529
  統計誤差          16 -44 -4,292 -207 4,287 2,708 -88 -1 2,916 389 5,668
最終ｴﾈﾙｷﾞｰ消費計    17 17,158 20,537 172,690 1,227 35,056 180 3,184 84,661 334,693
  産業部門計　      18 17,158 19,943 61,286 1,205 18,187 77 2,259 35,062 155,177
    農林水産業計    19 5,119 77 306 5,502
    鉱  業          20 381 163 544
    建設業          21 2,317 103 2,420
    製造業計        22 17,158 19,943 53,469 1,205 18,187 2,259 34,490 146,711
      食料品        23 698 2,786 2,595 6,079
      繊  維        24 30 1,236 797 50 448 2,561
      紙･ﾊﾟﾙﾌﾟ      25 821 915 832 2,209 2,509 7,286
      化学工業      26 1,304 64 36,513 662 3,483 5,250 47,276
      窯業土石      27 4,174 328 1,661 947 1,696 8,806
      鉄  鋼        28 10,679 19,024 1,917 2,190 6,751 40,561
      非鉄金属      29 38 163 787 631 1,728 3,347
      金属機械      30 95 217 2,646 7,550 10,508
      その他        31 112 269 9,525 543 3,875 5,963 20,287
  民生部門計        32 594 27,107 22 16,869 103 925 47,873 93,493
  　家庭用　        33 14 17,593 9,791 414 24,818 52,630
  　業務用　        34 580 9,514 22 7,078 103 511 23,055 40,863
　運輸部門計        35 80,131 1,726 81,857
　　旅客用          36 51,524 1,643 53,167
　　貨物用          37 28,607 84 28,691
  非エネルギー      38 4,166 4,166
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